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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 消化管癌の肝転移に対しては，さかんに集学的治療

が試みられているが，まだ有効な治療法は開発されて

いない．最近注目を浴びてきた温熱療法も，単独では

効果に乏しい．著者は抗癌剤投与を併用した局所温熱

療法を肝転移癌に施行し，累積生存率と腫瘍縮小率よ

り本法の治療効果を検討した．

 対象および方法

 1984年より1986年までに東京女子医大消化器病セン

ターにおいて，抗癌剤併用による局所温熱療法を施行

した肝転移癌22例を温熱化学療法群（1群）とした．

さらに抗癌剤投与法を2つに分け，静注した群をIv

群，動注した群をIa群とした．肝転移の程度は門葉に

少数散在する症例（H2），両葉に多数散在する症例

（H3）を選定した．コントロール群として，同程度の肝

転移を有し，マイトマイシンC（MMC）を総量20mg

以上投与した化学療法単独群36例（II群），化学療法を

施行しなかった無治療群26例（III群）を選定した．

 局所温熱の方法は13．56MHzのradiofrequency

waveを体表より肝に照射し肝温を42℃に保ち90分間

施行した．これを1症例平均19回行なった．抗癌剤併

用の方法はIv群ではMMC 6mgを温熱時に点滴静注

し，Ia群ではMMC lmg／kgを肝動脈内注入した．

 効果判定については，Kaplan－Meierによる累積生

存率を算出して各群間の差違を検討し，さらに1群に

おける腫瘍縮小効果は厚生省の固形がん化学療法直接

効果判定基準によった．

 結果

 各二間における累積生存率による比較では，1群II

三間，1群III群三共に1群の方に有意差をもって延命

効果が認められた．肝転移の程度別による比較では，

H，症例では各二間に，生存率に有意差をみとめなかっ

たのに比し，H3症例では，1群の累積生存率が最もよ

く，他の群に比し統計学的に有意差をみとめた．即ち

癌腫の総体積が大きいものに対して温熱化学療法は効

果的であった．Iv群とIa群における比較では，累積生

存率では両者に有意差はなかった．抗腫瘍効果はIv群

ではpartial response（PR）0， minor response（MR）

0，no change（NC）9， progressive disease（PD）2

で，奏効率0％であるのに対し，Ia群ではPR5， MR4，

NC1， PD1で奏効率45％という結果を得た．

 結論

 1．肝転移癌に対する累積生存率による比較では，温

熱化学療法群は化学療法単独群，無治療群に比し統計

学的に有意差をもって延命効果を認めた．

 2．肝転移の程度別でみた場合，温熱化学療法の治療

効果は，少数散在性の肝転移症例よりも，多数散在性

の肝転移症例に於いて統計学的に有意差をもって延命

効果を認めた．

 3．抗癌剤の選択的大量動注と局所温熱療法との併

用にて，奏効率45％という著明な抗腫瘍効果を認めた．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は，転移性肝癌に対し，臨床例において，温熱化学療法群（22例），化学療法単独群（36例），無治療

群（26）を設定し，累積生存率その他からその治療効果を対比検討したもので，温熱化学療法群が他の群に比

し，統計学的優位差をもって延命効果があること，また，肝転移の程度からみると多数散在性転移例において

延命効果を認めたとするもので，臨床上，学術上価値あるものと認める．
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